
 

 

 

 

 

 

 

★ＰＩＣｋｉｔ２，ＰＩＣｋｉｔ３に接続して、ＤＩＰパッケージのＰＩＣマイコンに書き込むためのアダプタです。 

★８ピン、１４ピン、１８ピン、２０ピン、２８ピン、４０ピンのパッケージに対応しています。 

★わかりやすいジャンパー線の接続図付きです。 

★基板上にＶｃａｐ用コンデンサがありますので、Ｖｃａｐが必要なＰＩＣ２４ＨＪ１２ＧＰ２０２などにも 

対応しています。 

★ジャンパーピン接続方式ですので、将来新たなＰＩＣマイコンが出た場合も対応出来ます。  

注意 ＰＩＣｋｉｔ２，３に対応していないＰＩＣマイコンや面実装タイプＰＩＣは、書き込みできません。 

■部品表■ 

種類 数 備考 種類 数 備考 

Ｃ１  

電解コンデンサ １０ｕＦ 

１ １０Ｖ 

以上 

ゼロプレッシャソケット  

４０ピン 

１  

Ｒ１ 抵抗 １０ＫΩ １ １／６Ｗ ＩＣソケット    ２ピン １ Ｖｃａｐ用 

Ｌ型ﾋﾟﾝﾍｯﾀﾞ  ６ピン×１列 １ 注１ 基板 １  

ﾋﾟﾝｿｹｯﾄ    ５ピン×２列 ２  ジャンパー線  １組   

ﾋﾟﾝｿｹｯﾄ   ２０ピン×２列 ２     

注１ 長い物が入っている場合がございます。その場合は、６ピンに切り取ってご使用ください。 

■組立図■ 

                          １、組立図にしたがい、背の低い部品から順に 

                            半田付けしてください。 

                          ２、６ピンＬ型ﾋﾟﾝﾍｯﾀﾞは、ＰＩＣｋｉｔ２，３に 

                            接続しますので、ピンが水平になる様に取り付けて 

ください。 

                          ３、Ｖｃａｐ用の２ピンＩＣソケットは、基板に差し 

込み、部品面からセロテープ等で固定してから、 

半田付けすると良いです。 

                          ４、Ｃ１電解コンデンサは極性がありますので、 

                            基板表示の「＋」に足の長い方を差し込んで 

                            ください。 

                          ５、ＰＩＣＫＩＴの「ＬＶＰ」は、この基板では 

                            使用しませんので、ピンソケット５ピン×２列は、 

                            「ＬＶＰ」の穴（４個）をよけて取り付けてください。 

                        

 

 

 

 

 

                        －１－ 

ＰＩＣｋｉｔ２，ＰＩＣｋｉｔ３用書込アダプタ 

ＤＩＰパッケージ８～４０ピン対応 



■使い方■ 

１、ＰＩＣｋｉｔとの接続は、基板三角印と PＩＣkit の三角印が合う様に接続してください。 

2、ジャンパーピンの接続 

  ＰＩＣマイコンによって、ジャンパー線の接続位置、本数が異なりますので、裏面の図でそれぞれの 

  位置にジャンパー線を接続してください。 

 ★注意★ １、接続を間違えると、ＰｉｃｋｉｔやＰＩＣマイコンが破損する場合がございますので、 

        十分注意して、接続してください。 

      ２、裏面の図は、見やすい様に線に色がついていますが、付属のジャンパー線と色が異なる場合が 

        ございます。  

3、ＰＩＣマイコンの装着 

    ゼロプレッシャ―ソケットのレバーと反対側の位置が１番ピンです。 

  この位置に、ＰＩＣマイコンの１番ピンをあわせて装着してください。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４、図に出ていないＰＩＣマイコンの場合は、マイクロチップ社のＰＩＣデータシートの始めの方に出ている 

  「ＰｉｎＤｉａｇｒａｍ」図で、ＶＰＰ、ＶＣＣなどの位置を確認して接続してください。 

  ★注意★ データシートにはＳＯＰパッケージなどの図も出ています。ＤＩＰパッケージの図で確認 

       してください。 

 ―「ＰｉｎＤｉａｇｒａｍ」図の例― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               －２－ 



 



 


